
IVUS所見の見方 
大動脈入口部のMIで IVUS所見上鑑別に有効な疾患 
 解離性大動脈瘤 
 塞栓症 
 
slow/no reflowを未然に防止するために注意すべき IVUS所見 
 明らかな大量血栓 
 リピッドプール，コア 
 attenuated plaque 
 Ulceration 
  →distal protectionを考慮する事 
 
他 IVUS所見を見て注意すること 
 石灰化がある→解離がおこる可能性を考える． 
 解離ではエントリーを探すことが大切 
 冠動脈穿孔→IVUSで穿孔している部位を確認→緊急性の評価 
 just proximal site等の total occulusionで入口部が分からない→IVUSが有効． 


